
　

災
害
の
規
模
が
大
規
模
に
な
れ
ば
な

る
ほ
ど
、
消
防
・
警
察
を
含
め
た
行
政

機
関
へ
多
く
の
支
援
（
公
助
）
要
請
が

あ
る
た
め
、
発
災
直
後
に
す
べ
て
の
要

請
に
対
応
す
る
の
は
難
し
く
な
っ
て
き

ま
す
。
加
え
て
、
道
路
な
ど
の
寸
断
や

渋
滞
に
よ
り
、
現
場
へ
行
け
な
く
な
る

事
も
あ
り
ま
す
。
災
害
が
発
生
し
た
直

後
に
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
支
援

が
必
要
な
人
（
避
難
行
動
要
支
援
者
）

を
援
助
で
き
る
の
は
、
地
域
に
お
住
い

の
み
な
さ
ん
で
す
。
こ
の
た
め
本
市
で

は
避
難
行
動
要
支
援
者
支
援
制
度
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
避
難
行
動
要
支
援
者

が
避
難
す
る
際
に
支
援
を
す
る
人
（
支

援
者
）
を
あ
ら
か
じ
め
地
域
で
決
め
て

市
に
登
録
し
て
お
く
も
の
で
、
災
害
時

の
避
難
支
援
に
役
立
て
る
も
の
で
す
。

何
が
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
の
が
災
害

で
す
の
で
、
一
人
で
行
動
す
る
の
は
非

常
に
危
険
で
す
。
避
難
に
不
安
の
あ
る

人
は
、
こ
の
制
度
へ
の
登
録
を
お
勧
め

し
ま
す
。
ま
た
、
既
に
登
録
さ
れ
て
い

る
人
に
つ
い
て
は
、
日
ご
ろ
か
ら
避
難

行
動
要
支
援
者
と
支
援
者
の
お
互
い
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

　

 

　

自
主
防
災
組
織
は
、「
自
分
た
ち
の
地

域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
た
め
の
住
民

組
織
で
す
。
平
常
時
か
ら
、
地
域
内
の

　「たちご」（立川町 5丁目 1
区）には、町内に稲葉神社や
稲葉山小学校があり、約 200
世帯が生活しています。75
歳以上の高齢者が 100 人を
超える一方で、子どもの人数
も稲葉山小学校区で一番多
く、老若男女が楽しく暮らす
明るいまちです。今年は、「たちご」単独で、鳥取しゃんしゃん祭
にも参加しました。町内の行事等により顔の見える関係が出来れ
ば、防災や防犯にも効果的だと思います。
　自主防災会の活動としては、炊き出しなどの定期的な防災訓練
や消火栓点検に加えて、子ども会と共同で年末の夜回りなどを行
っています。また昨年は町内で火災が発生しましたが、いち早く
消火活動にあたり、消防車が到着するまでの間に火災が拡大する
のを食い止めることが出来たと自負しています。
　また、稲葉神社の節分祭では餅つき係を、町内納涼祭では焼き
物係を受け持っていて、町内に欠かせない存在です。
　こんな「たちご」ですが確実に高齢化しており、一人では避難
が困難な人も増えているので、本年度は市の補助金で、避難に使
用するためリヤカーを購入しました。
　これからも町内の活動を通じて活力を生みだし、自分たちの力
で町を守っていきたいと思います。（立川町５丁目１区自主防災会長）
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要支援者

支援者 支援組織
町内会
自主防災会

地区社会福祉協議会
民生・児童委員

など

普段からの見守りや、
災害時の援助

力
協

登録の同意

支　援

登録の
申請

台帳の
開示

市役所

鳥取市
台帳登録

避難行動要支援者支援制度について

※平成 26年６月に、災害時要援護者支援制度から制度変更しました。

鳥取市シェイクアウト訓練を実施しました

　９月10日の「鳥取市防災の日」の総合防災訓練におい
て実施しました鳥取市シェイクアウト訓練にご参加いただき、
誠にありがとうございました。みなさんのご理解とご協力の
もと、無事、本訓練を実施することができました。
　参加人数は、団体・個人合わせて1万 2927人でした。
多数ご参加いただいたことに深くお礼を申し上げるととも
に、今後もさらなる防災対策の充実が図られるよう努めてま
いりますので、よろしくお願いいたします。

見
回
り
や
防
災
訓
練
に
よ
り
地
域
防
災

力
の
向
上
を
図
り
、
災
害
時
に
は
行
政

な
ど
と
連
携
し
て
災
害
対
応
、
避
難
所

運
営
を
行
う
な
ど
地
域
防
災
の
要
と
な

り
ま
す
。
災
害
時
に
は
、
住
民
・
行
政

な
ど
が
一
丸
と
な
っ
て
対
応
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
日
頃
か
ら
自
主
防
災
組

織
の
活
動
に
、
積
極
的
に
参
加
し
災
害

に
強
い
地
域
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　

災
害
が
発
生
ま
た
は
発
生
の
恐
れ
が

あ
る
場
合
に
は
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
、
最
新
の
気

象
・
災
害
情
報
を
積
極
的
に
入
手
し
、

避
難
場
所
な
ど
安
全
な
場
所
へ
の
早
目

の
避
難
や
、
浸
水
が
既
に
始
ま
っ
て
い

る
と
き
な
ど
、
状
況
に
よ
っ
て
は
上
層

階
へ
避
難
（
垂
直
避
難
）
す
る
な
ど
、

屋
内
の
よ
り
安
全
な
場
所
で
身
の
安
全

を
守
る
事
が
重
要
で
す
。
特
に
、
津
波

や
土
砂
災
害
は
、
危
険
箇
所
か
ら
離
れ

る
事
が
大
切
で
す
。

　

防
災
行
政
無
線
に
代
表
さ
れ
る
各
種

の
災
害
情
報
伝
達
手
段
は
、
そ
れ
ぞ
れ

に
特
性
が
あ
り
、
停
電
や
回
線
の
切
断

な
ど
に
よ
り
情
報
が
伝
わ
ら
な
く
な
る

事
も
あ
り
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
防
災
行
政
無
線
を
は
じ

め
と
し
て
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
へ
の
放

送
依
頼
や
緊
急
速
報
メ
ー
ル
（
エ
リ
ア

メ
ー
ル
）・
あ
ん
し
ん
ト
リ
ピ
ー
メ
ー
ル
・

Ｆ
Ｍ
鳥
取
へ
の
緊
急
割
り
込
み
放
送
、

広
報
車
に
よ
り
災
害
情
報
を
発
信
し
て

い
き
ま
す
。
災
害
情
報
の
入
手
方
法
を

「
鳥
取
市
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
な
ど
で

日
ご
ろ
か
ら
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
自
主
防
災
会
長
や
消
防
団
な

ど
に
対
し
災
害
情
報
を
配
信
す
る
「
と

っ
と
り
地
域
ぼ
う
さ
い
メ
ー
ル
」
や
電

話
に
よ
り
、
避
難
に
関
す
る
情
報
や
防

災
・
減
災
に
つ
な
が
る
情
報
を
発
信
し

ま
す
。

　

本
市
で
は
、
気
象
警
報
が
発
表
さ
れ

た
り
、
災
害
発
生
の
恐
れ
が
あ
る
場
合

な
ど
、
状
況
に
応
じ
て
防
災
関
係
職
員

が
注
意
配
備
や
警
戒
配
備
体
制
を
と
り

ま
す
。
ま
た
、
災
害
の
発
生
が
緊
迫
す

る
場
合
に
は
災
害
対
策
本
部
を
市
役
所

庁
舎
内
に
、
総
合
支
所
の
地
域
で
災
害

が
発
生
す
る
場
合
に
は
、
総
合
支
所
に

災
害
対
策
支
部
を
設
置
し
て
、
災
害
に

対
応
し
ま
す
。

　

災
害
対
策
本
部
は
、
市
長
を
本
部
長

と
し
て
災
害
情
報
を
収
集
・
発
信
す
る

と
と
も
に
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
避
難
所

の
開
設
、
緊
急
支
援
物
資
の
運
搬
、
自

衛
隊
派
遣
要
請
な
ど
の
災
害
対
応
を
決

定
し
ま
す
。

　

災
害
へ
の
備
え
と
し
て
は
、
鳥
取
県

お
よ
び
県
内
市
町
村
と
の
連
携
に
よ
り

毛
布
・
飲
料
水
な
ど
の
災
害
用
緊
急
支

援
物
資
の
備
蓄
を
行
う
と
と
も
に
、
自

主
防
災
会
が
実
施
す
る
防
災
資
機
材
の

整
備
や
地
区
防
災
マ
ッ
プ
の
作
成
な
ど

に
対
し
て
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

災
害
時
の
基
本
は
自
助
・
共
助
・
公

助
の
連
携
で
す
。
住
民
一
人
ひ
と
り
の

防
災
に
対
す
る
正
し
い
知
識
の
取
得
や

地
域
の
防
災
力
の
向
上
に
は
、
地
域
住

民
全
体
の
防
災
意
識
の
高
揚
と
地
域
の

防
災
を
担
う
リ
ー
ダ
ー
の
存
在
が
必
要

で
す
。

　

本
市
で
は
危
機
管
理
課
に
防
災
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
2
名
配
置
し
て
、
地

域
の
防
災
活
動
へ
の
指
導
助
言
を
行
っ

て
い
ま
す
。
近
年
、
大
規
模
な
災
害
発

生
に
よ
る
避
難
所
開
設
が
全
国
的
に
多

く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
避
難
所
開

設
を
模
擬
体
験
で
き
る
避
難
所
運
営
ゲ

ー
ム
（
Ｈ
Ｕ
Ｇ
）
の
実
施
支
援
、
ゲ
ー

ム
の
貸
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

鳥
取
大
学
工
学
部
を
主
体
と
し
て
、
気

象
台
な
ど
の
防
災
関
係
機
関
職
員
を
講

自主防災会の活動を紹介！
「たちご」パワーで、まちを守る。

立川町 5丁目 1区
自主防災会

情
報
を
得
る

防
災
体
制

師
に
迎
え
て
防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修

を
実
施
し
、
人
材
育
成
を
図
っ
て
い
ま

す
。

　

そ
の
他
に
も
、
過
去
の
災
害
を
風
化

さ
せ
な
い
た
め
に
、
鳥
取
大
地
震
か
ら

70
年
の
節
目
の
年
で
あ
る
昨
年
度
に
は

「
震
災
の
記
憶
を
語
り
継
ぐ
」
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ

を
作
成
し
、
市
民
の
み
な
さ
ん
へ
の
貸

出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
鳥
取
市
地
域
防
災
計
画

の
見
直
し
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す

の
で
、
住
民
の
み
な
さ
ん
と
一
体
と
な

っ
た
鳥
取
市
防
災
体
制
の
よ
り
一
層
の

強
化
に
努
め
ま
す
。

鳥取

気象台

市民のみなさん

報道機関

鳥取県国土交通省

○防災行政無線
○緊急速報メール（エリアメール）
○あんしんトリピーメール
○市ウェブサイトなどのインターネット
○ケーブルテレビによるL字放送、
文字画面放送

○FM鳥取の緊急割り込み放送
○広報車等による巡回広報
○自治会・自主防災組織へ電話連絡

○テレビ・ラジオ
などの放送

○地デジの
データ放送

○新聞
○インターネット

情報の伝達経路と入手手段

日ごろから情報の入手に
心がけましょう

自主防災組織による初期消火訓練
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